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⻑岡京市環境基本計画について
１ 計画の位置づけと考え⽅ ３ めざすべき将来像

４ 持続可能なまちづくりの基本理念

２ 環境の範囲

　長岡京市環境基本計画は、幅広い視点から環境をとらえた総合的な環境まちづくりのガイドラインであり、

環境政策の基本指針として位置付けています。

・長岡京市環境基本計画の計画期間である「初動期」で取り組んだ成果も踏まえ、大きな飛躍が求められます。

・計画年次は、概ね2030年を最終的な目標年次とし、必要に応じて逐次見直しを行います。

・2001年（平成13年）に定めた将来都市像、７つの基本理念の実現に向け、本市における、概ね今後10年の具

体的な環境施策を定めます。

・計画の着実な実行に資するため、長岡京市第二期環境基本計画実施計画を作成します。

（１）計画の期間

（２）各期計画の成果イメージ

１．すべての施策・⾏動を持続可能性に基づいて策定し、総合化します
　長岡京市のまちづくりの展開にあたっては、市民、事業者、行政はともに自らの活動及び事業全般にわたっ

て環境と持続可能性に配慮した取組みを進めます。行政はすべての施策の立案及び事務事業に関して常に持続

可能性を考慮した総合的な取り組みを行います。

２．環境と地域経済・雇⽤・⽣活の質の改善を両⽴させます
　環境保全に積極的に取り組むことで経済発展、生活の質の改善、雇用創出を実現できる環境まちおこしに挑

戦します。

３．地域に固有の⾃然と⽂化を⼤切に守り、育てます
　地域の生業や生活文化がもつ個性や、その基盤である自然生態系、ひいては人々の暮らしの多様性をすべて

大切に守りつつ、地域がもともと持っている資源を活かしたまちづくりを進めます。

４．社会的公正に配慮し、すべての⼈々と資源と環境を分かち合います
　将来世代の子どもや孫たち、現在世代である途上国の人々や青少年や女性、障がい者など社会的に弱い立場

にあるすべての人々、これまで社会的な意思決定に影響力を持てなかった人々との社会的公正に配慮したまち

づくりを行います。

５．資源・エネルギーが循環する地域をつくります
　資源やエネルギーをできる限り地域内で完結し、循環させることは、外部への環境上の影響を最小限にする

とともに輸送に伴うエネルギー削減にも貢献します。

６．みんなが参加して、いっしょに計画をつくり、実践します
　すべての市民、行政、事業者及び団体組織が対等な立場で参加し、協力と役割分担をとおして計画の実行に

取り組んでいきます。市域にある企業・事業所との連携を重視した環境への取り組みを進めます。

７．持続可能な社会を実現するための教育、⼈づくりに⼒を注ぎます
　計画をみんなで実行していくために、環境問題について真に理解し、生活や仕事の中で実践できる人材育成

を進めます。特に環境まちづくりの中心となって行動するリーダーやコーディネーターを育てていきます。ま

た、共通のビジョンに向かってさまざまな当事者・利害関係者が具体的役割を合意するための共有基盤をつく

る環境学習も重要です。

つむぎ織りなす
      “環境の都” ⻑岡京みやこ

将来都市像
７つの基本理念

長岡京市環境基本計画
（初動期）

計画の成果

第二期計画の成果

長岡京市
第二期環境基本計画

（発展期）

長岡京市
第三期環境基本計画

（成熟期）

人人の活動

・資源の消費 ・廃棄物排出
・自然環境の利用 ・環境教育
・エネルギーの消費
・温暖化ガスの排出 等

建物環境

・温度 ・湿度 ・日照
・建材 ・エネルギー 等

地域環境

・水辺 ・公園緑地
・農地 ・歴史・文化
・景観 ・交通
・静かさ ・廃棄物
・建造物 等

自然環境

・森林 ・河川・池沼
・地盤 ・地下水
・動物 ・植物 等

地球環境

・大気 ・気候 ・オゾン層
・海洋 ・熱帯雨林 ・資源・エネルギー 等

交互作用
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長岡京市第二期環境基本計画　概要版
平成 25 年３月

長岡京市環境経済部環境政策監
〒617-8501 京都府長岡京市開田一丁目 1番 1号

電話：075-951-2121（代）
http://www.city.nagaokakyo.lg.jp

E-mail : kankyouseisakukan@city.nagaokakyo.kyoto.jp

【“環境の都” ステップアップ・チャレンジの推進体制】
・市民との協働を軸とし、“環境の都”を引き継ぎ守る次世代を育成することを基調としています。

・市民団体等による「プロジェクトチーム」を設置することで、その主体的な活動の展開を図っていく体制を

構築します。

・それぞれのプロジェクトの進捗のなかで、市内の環境づくり活動の中間支援を担う「ひと」と「ちから」が

育ち、また将来的には組織の設立に向けた取組みを進めていきます。

市

プロジェクトチーム

次世代
育成

中間支援組織の設立に向けた体制づくりへ

プロジェクト１

エコタウン
・エコライフの
シフトアップ！

プロジェクト 2 

西山の
魅力アップ！

プロジェクト 3

環境づくりの
市民力アップ！

団体

市民
事業者

学校

【計画の進⾏管理】
◆各主体の役割

長岡京市

必要時の施策提言

報告 報告計画の進行管理体制

学
識
経
験
者

団
体

市
民

事
業
者

長岡京市生活環境審議会

市

・長岡京市生活環境審議会が計画の進捗
状況を把握し、必要に応じて、市に施
策の提言等を行います。

計画の推進

・“環境の都”ステッ
プアップ・チャレ
ンジの成果集約

・活動内容・成果
の集約

・実施計画の進捗
状況の集約

・進捗報告等につい
ての情報発信・市
民周知　等

・各プロジェクト
チームの活動と
連携・協働

・進捗状況につい
ての評価

各プロジェクト
チーム

長岡京市生活
環境審議会


